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(57)【要約】
【課題】デジタル無線伝送の伝送状態に関する情報を表
示する伝送状態表示装置で、コンスタレーションの評価
値や時間的経緯を用いて操作者により受信状態を容易に
判断することを可能とする。
【解決手段】評価値算出手段３７が前記デジタル無線伝
送で伝送される信号のコンスタレーションにおけるデー
タシンボルの点と理想的なコンスタレーションにおける
データシンボルの基準点との間の距離に基づいて所定の
評価値を算出し、表示手段４０が算出された評価値を前
記デジタル無線伝送の伝送状態に関する情報として表示
する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
デジタル無線伝送の伝送状態に関する情報を表示する伝送状態表示装置において、
　前記デジタル無線伝送で伝送される信号のコンスタレーションにおけるデータシンボル
の点と理想的なコンスタレーションにおけるデータシンボルの基準点との間の距離に基づ
いて所定の評価値を算出する評価値算出手段と、
　前記評価値算出手段により算出された評価値を前記デジタル無線伝送の伝送状態に関す
る情報として表示する表示手段と、
　を備えたことを特徴とする伝送状態表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、デジタル無線伝送の伝送路の確立や調整において伝送状態を表示す
る伝送状態表示装置に関し、特に、マイクロ受信基地局システムの端末表示において、コ
ンスタレーションの評価値やコンスタレーションの時間的経緯を用いて操作者により受信
状態を容易に判断することを可能とする伝送状態表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン放送の放送用素材をテレビ局本社へ伝送する方法として、素材の無線伝送
がある。近年、その伝送方式は、テレビジョン放送のデジタル化にあわせてアナログ伝送
からデジタル伝送へ移行しつつあるため、デジタル無線伝送における技術向上は重要な課
題となっている。
　このようなデジタル無線伝送では、一般に、ＦＰＵ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｉｃｋ－ｕｐ　Ｕ
ｎｉｔ）を用いた基地局間の固定無線伝送を含むマイクロ受信基地局システムが利用され
ている。
【０００３】
　このようなマイクロ受信基地局システムとしては、例えば、図１に示されるようなもの
を用いることができる。なお、図１は後述する実施例で参照されるものであり、ここでは
、参考として紹介したが、本発明を不要に限定する意図は無い。
　図１に示されるようなマイクロ受信基地局システムにおける方調支援データの１つであ
るコンスタレーションの評価は、従来では、人の目視によるものであったため、操作者の
経験や主観によって判断が異なってしまい、また、コンスタレーションの時間的経緯を確
認するためには、コンスタレーションをデータ量の多い画像又は映像データとして定期的
に保存して、確認したい期間分の画像を解析する必要があった。
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－９７０２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述のように、従来のマイクロ受信基地局システムでは、コンスタレーションの評価は
視覚的なもののみであって定量的な指標が無く、伝送状態の客観的な評価値を常時適切に
記録することができるものが無かった。
　本発明は、このような従来の事情に鑑み為されたもので、例えば、マイクロ受信基地局
システムの端末表示において、コンスタレーションの評価値やコンスタレーションの時間
的経緯を用いて操作者により受信状態を容易に判断することを可能とする伝送状態表示装
置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明では、デジタル無線伝送の伝送状態に関する情報を表
示する伝送状態表示装置において、次のような構成とした。
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　すなわち、評価値算出手段が、前記デジタル無線伝送で伝送される信号のコンスタレー
ションにおけるデータシンボルの点と理想的なコンスタレーションにおけるデータシンボ
ルの基準点との間の距離ｄ（後述する実施例を参照）に基づいて、所定の評価値を算出す
る。表示手段が、前記評価値算出手段により算出された評価値を前記デジタル無線伝送の
伝送状態に関する情報として表示する。
【０００７】
　従って、例えば、マイクロ受信基地局システムの端末表示において、コンスタレーショ
ンの評価値や、コンスタレーションの時間的経緯を用いて、操作者により受信状態を容易
に判断することを可能とすることができる。
【０００８】
　ここで、デジタル無線伝送で伝送される信号のコンスタレーションにおけるデータシン
ボルの点は、実際に伝送された信号のデータシンボルの点（位置）を表しており、また、
理想的なコンスタレーションにおけるデータシンボルの基準点は、伝送時などの誤り等が
無いとした理想的な場合におけるデータシンボルの点（位置）を表している。
　また、評価値を算出するために、例えば、理想的なコンスタレーションにおける最小の
基準点間距離Ｌ（後述する実施例を参照）を用いることもできる。
【０００９】
　また、評価値としては、種々なものが用いられてもよく、好ましい態様例として、余裕
値Ｄや平均誤差Ｅ（後述する実施例を参照）を用いることができる。
　また、評価値を画面に表示する手法としては、種々なものを用いることができ、例えば
、数値で表示する手法や、グラフ化して表示する手法や、時間的な経緯を表示する手法な
どを用いることができる。
【発明の効果】
【００１０】
　以上説明したように、本発明に係る伝送状態表示装置では、例えば、マイクロ受信基地
局システムの端末表示において、コンスタレーションの評価値や、コンスタレーションの
時間的経緯を用いて、操作者により受信状態を容易に判断することを可能とすることがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明に係る実施例を図面を参照して説明する。
　図１には、本発明の一実施例に係るマイクロ受信基地局システムの構成例を示してある
。
　本例のマイクロ受信基地局システムの系統では、送信点１（送信点Ａ）と、基地局２と
、本社３と、送信点４（送信点Ｂ）が存在する。
　送信点１には、送信部１１と、アンテナ１２を備えている。
　基地局２には、回転受信アンテナ２１と、受信部２２と、送信部２３と、固定アンテナ
２４と、被制御端局２５と、変復調部２６を備えている。
　本社３には、固定アンテナ３１と、受信部３２と、回転受信アンテナ３３と、受信部３
４と、復号部３５と、情報生成部３６と、情報編集部３７と、変復調部３８と、制御端局
３９と、操作端末４０と、ネットワーク６１と、ネットワーク６２を備えている。
　送信点２には、送信部５１と、アンテナ５２を備えている。
　また、本例では、基地局２の変復調部２６と本社３の変復調部３８とを通信可能に接続
するネットワーク７１を備えている。
【００１２】
　本例のマイクロ受信基地局システムにおいて行われる動作の一例を示す。
　本例では、送信点１及び送信点４から本社３へ素材を伝送する場合を示す。
　本社３から遠距離にある送信点１（送信点Ａ）からの素材は、基地局２を通して、本社
３へ無線伝送される。まず、送信点１にある送信部１１は、素材を無線伝送可能なマイク
ロ波信号へ変換して、アンテナ１２からその電波を送信する。
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　ここで、送信部１１は、ＳＤＩ（Ｓｅｒｉａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ
）信号をＦＰＵでの伝送に用いられる固定長のパケット形式のフレームフォーマットであ
るＴＳ（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ）信号に符号化し、それを中間周波信号へ変
調した後に、マイクロ波帯へ周波数変換してアンテナ１２へ伝送する機能を有する。
【００１３】
　送信点１から送信された電波は、基地局２内の回転受信アンテナ２１の装置により受信
されて、受信部２２へ送られる。
　ここで、受信部２２は、マイクロ波帯の信号を中間周波信号へ周波数変換して、前記Ｔ
Ｓ信号へ復調し、ＳＤＩ信号へ復号する機能を有する。但し、基地局２内の受信部２２に
おいては、最小限、信号劣化の無い前記ＴＳ信号へ変換するまでの機能があればよい。
【００１４】
　このＴＳ信号は、受信部２２から送信部２３へ送られて、固定アンテナ２４から電波で
送信される。
　ここで、前記した受信部２２と同様に、基地局２内の送信部２３は、最小限、ＴＳ信号
をマイクロ波帯の信号へ変換する機能があればよい。
　基地局２から送信された電波は、本社３の固定アンテナ３１により受信され、受信部３
２及び復号部３５によってＳＤＩ信号へ復号されて、本線へ送られる。
【００１５】
　また、本社３から近距離にある送信点４（送信点Ｂ）からの素材は、送信部５１を通っ
てアンテナ５２から送信され、直接、本社３の回転受信アンテナ３３の装置により受信さ
れ、そして、受信部３４及び復号部３５によって復号されて、本線へ送られる。
【００１６】
　このようなシステムを用いた無線伝送では、基地局２において送信点１からの電波を如
何に効率よく受信することができるかが重要となってくる。つまり、送信点１の位置によ
って、基地局２内の受信アンテナ２１は方向を変えられねばならない。このため、マイク
ロ受信基地局システムでは、受信アンテナ２１として、本社３からの遠隔制御により回転
することが可能な回転架台を有するもの（回転受信アンテナ）が用いられている。
　また、同様に、本社３においても、送信点４に対して、回転受信アンテナ３３が用いら
れている。
【００１７】
　回転受信アンテナ２１の制御監視方法について説明する。
　本社３内で、操作端末４０よりネットワークへ送信された制御パケットは、制御端局３
９により受信されて、シリアル信号へ変換される。このシリアル信号は、更に、変復調部
３８において、例えばアナログ信号へ変調されて、基地局２へ向けて送信される。
　なお、ネットワーク６１に複数の操作端末や複数の制御端局をつなげて、それぞれの機
器の識別情報（ＩＤ）によって送信相手や受信相手を特定して送受信を行うことも可能で
ある。
【００１８】
　変復調部３８から送信されたアナログ信号は、基地局２内の変復調部２６により受信さ
れて、シリアル信号へ復調された後に、被制御端局２５へ送信される。
　被制御端局２５は、変復調部２６から受信した信号（制御信号）を解読して、その解読
結果に基づいて、回転受信アンテナ２１の装置に対して制御を行う。
【００１９】
　また、回転受信アンテナ２１の装置における角度などの情報（監視情報）は、監視信号
として、被制御端局２５へ送られる。
　被制御端局２５は、その監視情報をシリアル信号として変復調部２６へ送信する。
　変復調部２６は、被制御端局２５から受信したシリアル信号を例えばアナログ信号へ変
調して、本社３に向けて送信する。
【００２０】
　本社３内の変復調部３８は、基地局２の変復調部２６から受信したアナログ信号をシリ
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アル信号へ復調して、制御端局３９へ送信する。
　制御端局３９は、変復調部３８から受信したシリアル信号を解読して、その解読結果に
基づいて、監視パケットをネットワーク６１へ送信する。
　操作端末４０は、ネットワーク６１を介してその監視パケットを受信して、端末上に情
報として表示する。
【００２１】
　以上のようにして、基地局２内の回転受信アンテナ２１の装置の制御監視が可能である
。
　また、本例のマイクロ受信基地局システムでは、前記した回転受信アンテナ２１の装置
に対する制御監視と同様に、基地局２に設置された受信部２２や送信部２３における受信
レベルや送信レベル、送受信チャンネル（周波数帯）、変調方式、送信出力、復号方式、
また例えば、信号切替器の接点選択、信号多重・分離装置における信号入力・出力選択な
どについても、操作端末４０と制御端局３９と被制御端局２５と制御装置における一連の
信号伝達によって制御監視することが可能である。
【００２２】
　また、送信点４からの素材伝送のように、本社３へ直接的に送信する場合には、操作端
末４０と制御端局３９と制御装置という信号伝達経路を用いて、本社３に存在する回転受
信アンテナ３３の装置や受信部３４などの装置に対して制御監視することが可能である。
【００２３】
　ここで、重要となってくるのが、受信アンテナ方向調整の材料となる方調支援データの
情報である。
　基地局２を通る伝送の場合には、この情報は、基地局２内の受信部２２から被制御端局
２５、本社３の制御端局３９を通して操作端末４０へ送られる監視情報にあるか、又は、
基地局２において受信部２２が回転受信アンテナ２１の装置から受信信号を受けてＴＳ信
号へ変換して送信する際に当該ＴＳ信号に多重する方調支援データの中にある。
【００２４】
　方調支援データは、それが多重されたＴＳ信号が送信部２３を通って固定アンテナ２４
、３１の固定回線を通って本社３の受信部３２において再びＴＳ信号へ戻されて送信され
た後に、情報生成部３６において当該送信されてきた当該ＴＳ信号から分離される。この
分離された方調支援データは、情報編集部３７において操作者にとって分かりやすい形に
編集されて、ネットワーク６２を通して操作端末４０へ送信され、そして、端末画面上に
表示される。
【００２５】
　また、本社３へ直接伝送される場合における方調支援データについては、信号を受信す
る受信部３４から制御端局３９を通して操作端末４０へ送られる監視情報により端末画面
上に表示されるか、又は、受信部３４によりＴＳ信号に多重された方調支援データを情報
生成部３６により分離して、情報編集部３７により編集した後に、操作端末４０へ送信す
ることによって、端末画面上に表示される。
【００２６】
　以上のようにして、本社３にいる操作者は、操作端末４０を用いて、受信部２２、３４
における受信状態の情報を見ながら、回転受信アンテナ２１、３３の装置や受信部２２、
３４を制御して、送信点１、４に対するアンテナ方向や受信設定を調整する。
【００２７】
　このように、各装置を制御する操作者は、端末画面上に表示される情報から現在の受信
状態を判断する必要があるため、その材料となる方調支援データはマイクロ受信基地局シ
ステムにとって必要不可欠な情報である。
　また、これまでのアナログ無線伝送と違って、デジタル伝送状態については、受信電界
レベル以外にも複数の状態パラメータが存在する。現在の方調支援データに含まれる情報
としては、例えば、受信部２２、３４における受信周波数や変調方式などの伝送パラメー
タを含んだＴＭＣＣ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ａｎｄ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　
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Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）情報、受信レベル、余裕度（Ｍａｒｇｉ
ｎ　Ｄｅｇｒｅｅ）、ＢＥＲ（Ｂｉｔ　Ｅｒｒｏｒ　Ｒａｔｅ）、遅延プロファイル、コ
ンスタレーションなどがあるが、伝送状態の評価を行うための情報としては１つの指標の
みでは不十分であるため、通常は複数の指標を用いて総合的に評価することが多い。
【００２８】
　次に、本例のマイクロ受信基地局システムにおいて行われるコンスタレーションの評価
について詳しく説明する。
　本例では、情報編集部３７により、コンスタレーションの評価が行われる。
　ここで、情報生成部３６により、単位時間当たりに解析された被調査信号のコンスタレ
ーションで示されるデータシンボル群が生成されて、情報編集部３７へ送られたとする。
【００２９】
　図２には、このような場合に情報編集部３７により行われるコンスタレーション評価の
手法の一例を示してある。具体的には、コンスタレーション上の理想基準点２０１、２０
２、中間点２０３、データシンボル２０４を示してある。
　一般に、デジタル無線伝送におけるコンスタレーションはＩ－Ｑ座標上に展開される。
ここで、Ｉはデジタル無線伝送における信号の同相成分を表し、Ｑは当該信号の直交成分
を表す。
【００３０】
　図２において、基準点２０１及び基準点２０２は前記信号の変調方式によって算出され
た理想コンスタレーションで示される理想基準点の抜粋であり、基準点２０２は基準点２
０１から最も近い距離Ｌに存在する理想基準点の１つである。また、点２０３は、基準点
２０１と基準点２０２の中間点であり、点２０３と基準点（基準点２０１又は基準点２０
２）との距離は（Ｌ／２）となる。また、データシンボル２０４は、情報生成部３６によ
り提供されたデータシンボル群の１つである。
　本例では、情報生成部３６により提供された全てのデータシンボル２０４に対して、最
も近い理想基準点２０１、２０２との距離ｄを計算して、その中の最大値を最大誤差Ｍｄ
とする。そして、（Ｌ／２）と最大誤差Ｍｄとの差を算出して、これをコンスタレーショ
ンの余裕値Ｄとして第１の評価値とする。
【００３１】
　デジタル伝送において、十分な受信電界があり、且つＢＥＲが十分に低く、且つマージ
ンがとれている安定状態である場合には、前記伝送の伝送状態を示すコンスタレーション
は理想コンスタレーションとほぼ同様なシンボル配置を示す。このとき、データシンボル
２０４は、理想コンスタレーションの理想基準点２０１、２０２に集中するように位置す
るため、各データシンボル２０４に対して計算されるｄは小さくなり、最大誤差Ｍｄも小
さい値となる。
【００３２】
　逆に、状態が悪くなり、受信電界が低くなるか、若しくはＢＥＲが高くなるか、若しく
はマージンが無くなっていくと、コンスタレーションのシンボル配置は理想基準点２０１
、２０２に密集しなくなり、伝送状態の悪化が各ｄの値の増加として表れるため、最大誤
差Ｍｄも増加する。このとき、理想基準点２０１、２０２からの距離ｄは、他の理想基準
点に位置するべきデータシンボルとの距離の余裕度に関係しており、伝送状態が過剰に悪
くなると、別々の理想基準点に位置するべきデータシンボル同士が干渉を起こして、信号
の誤りが発生してしまう。
【００３３】
　このように、最大誤差Ｍｄは、他のデータシンボルとあとどれくらいで干渉を起こすか
という危険度を示しているため、伝送状態の良し悪しを判断する尺度として有用であるこ
とが分かる。
　また、距離Ｌは信号の変調方式による、単位時間に伝送可能な情報量の多さに関係する
。この情報量が増加すると、コンスタレーション上では、理想基準点の数が増加して、各
基準点同士の間隔が狭まり、このため、データシンボル同士の位置干渉が起こりやすくな
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る。
　上記で定義した余裕値Ｄは、コンスタレーションにおけるデータシンボル同士の位置干
渉に対して絶対的な余裕値を示しているため、変調方式（伝送レート）に因らない伝送状
態の評価を行うことが可能である。
【００３４】
　次に、第２の評価値として、各シンボルに対して計算されたｄの平均を平均誤差Ｅとし
て算出する。
　平均誤差Ｅは、データシンボル２０４と理想基準点２０１、２０２との座標の差を偏差
としたときの平均絶対偏差となるため、この値によりデータシンボル群の散らばり具合を
読み取ることができる。
　なお、この値は、公知の状態評価値ＭＥＲ（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｅｒｒｏｒ　Ｒａ
ｔｉｏ）で代用することも可能であるが、ＭＥＲの算出方法は、データシンボル２０４の
距離ベクトルの絶対値を電力換算したものと、理想基準点２０１、２０２の電力とを比に
したものを求めるものであり、本コンスタレーション上の評価では、余裕値Ｄと対比がと
れないため、算出したｄを利用した評価値として、前記した平均誤差Ｅを用いている。
【００３５】
　ここで、余裕値Ｄに係る最大誤差Ｍｄの算出方法としては、例えば、全シンボルに対し
て計算されたｄの上位数％（例えば、上位の定数個分）を平均化することや、或いは、当
該上位数％（例えば、上位の定数個分）の中で最も小さいｄを採用することもでき、その
設定基準に応じて如何様にも設定することが可能である。
　また、余裕値Ｄについても、例えば、｛（Ｌ／２）－Ｍｄ｝から一定数を加減すること
や、或いは、｛（Ｌ／２）－Ｍｄ｝に対して一定割合を乗除することを行って、評価値と
して用いることも可能である。
【００３６】
　また、平均誤差Ｅの算出方法としては、例えば、ｄの標準偏差などのように散らばり具
合を示す数値や、或いは、全体で上位数％（例えば、上位の定数番目）のｄなどのように
全体から一定の基準で抽出された値を利用することも可能である。
　更に、分散を利用した二乗単位での評価として、最大誤差Ｍｄを二乗して、二乗の次元
で両者を比較評価する方法を利用することも可能である。
【００３７】
　図３及び図４を参照して、本例のマイクロ受信基地局システムの端末表示について説明
する。
　図３には、本例のマイクロ受信基地局システムの操作端末４０における方向調整操作画
面（方調画面）の表示の一例を示してある。
　本例の方向調整操作画面では、各監視情報の表示領域として、受信部２２、３４の受信
電界を視覚的に表すメータ（ＢＬメータ表示部）３０１と、受信電界の値としてＢＬ値を
表す部分（ＢＬ値表示部）３０２と、回転受信アンテナ２１、３３の装置の角度を表す部
分（回転受信アンテナ装置角度表示部）３０３と、前記回転受信アンテナ２１、３３の装
置の状態を表す監視部分（回転受信アンテナ装置監視表示部）３０４と、受信部２２、３
４の設定と状態を表す監視部分（受信部監視表示部）３０５と、前記回転受信アンテナ２
１、３３の装置を制御するための制御部分（回転受信アンテナ装置制御表示部）３０６と
、アンテナの位置と方向を示す地図画面の部分（地図表示部）３０７と、当該地図の縮尺
変更や当該地図の高度情報の表示を行わせるためのボタン（地図表示ボタン）３０８が設
けられている。
【００３８】
　更に、本例の方向調整操作画面では、方調支援データを表示させるためのボタン（方調
支援データ表示ボタン）３０９が設けられている。操作者がマウスなどを操作して、方調
支援データ表示ボタン３０９を押下することにより、方調支援データ表示ウインドウを表
示させることができる。
【００３９】
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　図４には、本例のマイクロ受信基地局システムの操作端末４０において方調支援データ
を表示する画面である方調支援データ表示ウインドウの表示の一例を示してある。
　本例の方調支援データ表示ウインドウでは、ＢＥＲの状態を表す部分（ＢＥＲ表示部）
４０１と、余裕度（マージン）を表す部分（マージン表示部）４０２と、ＢＬ値を表す部
分（ＢＬ値表示部）４０３と、ＢＬのメータ（ＢＬメータ表示部）４０４と、ＴＭＣＣ情
報を表す部分（ＴＭＣＣ情報表示部）４０５と、遅延プロファイル情報を表す部分（遅延
プロファイル情報表示部）４０６と、コンスタレーションを表す部分（コンスタレーショ
ン表示部）４０７が設けられている。
【００４０】
　本例では、図４に示されるコンスタレーション表示に対して、更に上記した評価値（第
１の評価値Ｄ及び第２の評価値Ｅ）に関する情報を加えて表示する図５に示されるような
表示を行う。
　図５には、本例のマイクロ受信基地局システムの操作端末４０における本例の評価値に
関する情報を含むコンスタレーション情報の表示の一例を示してある。
　本例のコンスタレーション情報の表示画面では、画面の上部に、信号の変調方式と当該
変調方式により算出される誤差限界（例えば、前記した（Ｌ／２））を表示する部分（変
調方式・誤差限界表示部）５０１と、各評価値（余裕値Ｄ、平均誤差Ｅ、最大誤差Ｍｄ）
を表示する部分（コンスタレーション評価値表示部）５０２が設けられている。
【００４１】
　また、本例のコンスタレーション情報の表示画面では、余裕値Ｄ、平均誤差Ｅ、最大誤
差Ｍｄをグラフ表示する部分が設けられている。
　具体的には、基準点５０３、５０４は、コンスタレーションの理想基準点を表している
。中間点５０５は、両基準点５０３、５０４の中間を表している。これにより、誤差限界
を基準点５０３、５０４と中間点５０５との距離で表すことができる。
　また、基準点５０３と基準点５０４を結ぶ直線上に、平均誤差（平均誤差Ｅ）５０６、
最大誤差（最大誤差Ｍｄ）５０７、余裕値（余裕値Ｄ）５０８を表示することで、現状態
を視覚的に読み取れるようにしてある。
【００４２】
　このとき、例えば、画面上の両基準点５０３、５０４の間の距離を誤差限界の変化に応
じて変化させると、伝送方式によって確定する基準点間の余裕度（限界誤差）についても
視覚的に理解することができると考えられる。
　また、値の変化によって各値や線の表示色を変化させることで、操作者に対して注意を
促すことも有用である。また、評価値が一定の閾値を越えた時点（又は、一定の閾値未満
となった時点など）で操作端末４０の画面上に警告メッセージを表示させて警告音と共に
知らせることで、より効果的な情報提供を行うことができる。
【００４３】
　ここで、図５に示されるような情報の表示に関しては、情報編集部３７において図５に
示されるような画面を作成して、例えばＷＥＢエンコーダなどを通して操作端末４０へ提
供する方法を用いることができる。或いは、操作端末４０において、情報編集部３７から
提供されたデータを元にして画面を作成して表示する方法を用いることもできる。
【００４４】
　本例の表示により、コンスタレーションは、定量的な値として評価することができるよ
うになる。これにより、これまで画像（或いは、映像）として保存していたデータを値と
して保存することができるようになり、情報格納資源の必要量に関して大幅な削減を実現
することができる。また、コンスタレーションの経緯を値の変化として記録することがで
きるため、評価値の統計処理やグラフ化などにより、過去のデータ解析についても大きな
向上を図ることができる。
【００４５】
　一例として、図５に示される本例のコンスタレーション情報の表示画面では、グラフ表
示を行わせるためのボタン（グラフ表示ボタン）５０９が設けられている。そして、操作
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者がマウスなどを操作して、グラフ表示ボタン５０９を押下することに応じて、その下部
に、評価値の数値履歴５１０をグラフ化して表示する。この場合に、例えば、複数の評価
値を一度に表示させて、視覚的に比較を可能とすることも有効である。
　また、例えば、平均誤差５０６、最大誤差５０７、余裕値５０８の表示部分において、
過去の一定期間中に動いた範囲を重ねたもの（例えば、図中のｍａｘ、ｍｉｎの範囲部分
）を表示することで、評価値の範囲の広さやピーク値によって状態の安定・不安定を把握
させて、状態を判断させることも可能である。
【００４６】
　以上のように、本例のマイクロ受信基地局システムでは、デジタル無線伝送の伝送路を
確立や調整するための表示画面において、当該デジタル無線伝送の状態表示として、当該
デジタル無線伝送における信号のコンスタレーションから算出される評価値を含む伝送状
態を表示する。
　具体的には、前記した評価値としては、例えば、受信した信号のコンスタレーションに
関して、コンスタレーションの各データシンボルと伝送の変調方式により算出される理想
コンスタレーションで示される理想基準点との距離や、前記理想コンスタレーションにお
ける最小基準点間距離を利用して算出される値を用いる。そして、操作端末４０上に、そ
の評価値と経緯を含んだ情報を表示させる。
　また、本例では、前記した評価値は、客観的且つ定量的な値を用いて表すことができ、
コンスタレーションの時間的経緯を少ないデータ量で評価値の変化として保存や表現する
ことが可能である。
【００４７】
　従って、本例では、デジタル無線伝送におけるコンスタレーションを、常時、客観的且
つ定量的に評価することができ、コンスタレーションの時間的経緯を少ないデータ量でそ
の評価値の変化として保存や表現することができ、これにより、マイクロ受信基地局シス
テムの端末表示において、新たな評価指標を与えて、操作者による伝送状態の判断（判定
）を従来よりもよりサポート（支援）することができる。このように、本例では、コンス
タレーションから伝送状態を評価して表示することで、操作者などにとって、コンスタレ
ーションの評価値やコンスタレーションの時間的経緯などの情報をグラフなどにより参照
して、受信状態をより判断しやすい状況を実現することができる。
【００４８】
　なお、本例のマイクロ受信基地局システムでは、本社３において、情報生成部３６や情
報編集部３７や操作端末４０の機能により伝送状態表示装置が構成されており、このよう
な伝送状態表示装置において、所定の評価値（本例では、余裕値Ｄや平均誤差Ｅ）を算出
する評価値算出手段の機能を情報編集部３７（或いは、他の処理部や、複数の処理部にわ
たってもよい）に備えており、算出された評価値を画面に表示する表示手段の機能を操作
端末４０に備えている。
【００４９】
　ここで、本発明に係るシステムや装置などの構成としては、必ずしも以上に示したもの
に限られず、種々な構成が用いられてもよい。また、本発明は、例えば、本発明に係る処
理を実行する方法或いは方式や、このような方法や方式を実現するためのプログラムや当
該プログラムを記録する記録媒体などとして提供することも可能であり、また、種々なシ
ステムや装置として提供することも可能である。
　また、本発明の適用分野としては、必ずしも以上に示したものに限られず、本発明は、
種々な分野に適用することが可能なものである。
　また、本発明に係るシステムや装置などにおいて行われる各種の処理としては、例えば
プロセッサやメモリ等を備えたハードウエア資源においてプロセッサがＲＯＭ（Ｒｅａｄ
　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）に格納された制御プログラムを実行することにより制御され
る構成が用いられてもよく、また、例えば当該処理を実行するための各機能手段が独立し
たハードウエア回路として構成されてもよい。
　また、本発明は上記の制御プログラムを格納したフロッピー（登録商標）ディスクやＣ
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体や当該プログラム（自体）として把握することもでき、当該制御プログラムを当該記録
媒体からコンピュータに入力してプロセッサに実行させることにより、本発明に係る処理
を遂行させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の一実施例に係るマイクロ受信基地局システムの構成例を示す図である。
【図２】コンスタレーション評価の手法の一例を示す図である。
【図３】マイクロ受信基地局システムの操作端末における方向調整操作画面の表示の一例
を示す図である。
【図４】方調支援データ表示ウインドウの表示の一例を示す図である。
【図５】評価値に関する情報を含むコンスタレーション情報の表示の一例を示す図である
。
【符号の説明】
【００５１】
　１、４・・送信点、　２・・基地局、　３・・本社、　１１、２３、５１・・送信部、
　１２、５２・・アンテナ、　２１、３３・・回転受信アンテナ、　２２、３２、３４・
・受信部、　２４、３１・・固定アンテナ、　２５・・被制御端局、　２６、３８・・変
復調部、　３５・・復号部、　３６・・情報生成部、　３７・・情報編集部、　３９・・
制御端局、　４０・・操作端末、　６１、６２、７１・・ネットワーク、
　２０１、２０２・・理想基準点、　２０３・・中間点、　２０４・・データシンボル、
　３０１・・ＢＬメータ表示部、　３０２・・ＢＬ値表示部、　３０３・・回転受信アン
テナ装置角度表示部、　３０４・・回転受信アンテナ装置監視表示部、　３０５・・受信
部監視表示部、　３０６・・回転受信アンテナ装置制御表示部、　３０７・・地図表示部
、　３０８・・地図表示ボタン、　３０９・・方調支援データ表示ボタン、
　４０１・・ＢＥＲ表示部、　４０２・・マージン表示部、　４０３・・ＢＬ値表示部、
　４０４・・ＢＬメータ表示部、　４０５・・ＴＭＣＣ情報表示部、　４０６・・遅延プ
ロファイル情報表示部、　４０７・・コンスタレーション表示部、
　５０１・・変調方式・誤差限界表示部、　５０２・・コンスタレーション評価値表示部
、　５０３、５０４・・理想基準点、　５０５・・中間点、　５０６・・平均誤差、　５
０７・・最大誤差、　５０８・・余裕値、　５０９・・グラフ表示ボタン、　５１０・・
評価値の数値履歴、
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